
Ｈ29学年 １月 ２月 ３月 Ｈ30学年 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 Ｈ31学年

全学年

モジュール授業
主体的な学び

授業研究
モジュール授業
研究

授業研究
ＰＤＣＡ検証部会

授業研究
モジュール研修
資質・能力の研
修

指導案検討 尾道市学力調査
（１～４年）

標準学力テスト
（1,2,3,5,6年）

標準学力テスト
結果分析

小１ 小２

小１ 小２ 小３

小２ 小３ 小４

小３ 小４ 小５

小４ 小５ 小６

小５ 小６ 中１

研究主任

本校の今年度の研
究内容と研修予定
を周知する
モジュール授業の
取組内容と実践研
修

校内研修
授業研究

校内研修
授業研究 資質・能力にか

かわる児童ア
ンケートを１～6
年で実施する。

「基礎・基本」
定着状況調査
の児童アン
ケートを１～6
年で実施する。

教務主任

来年度に向けての学力
向上プロジェクト計画を
立て，全職員で取り組
む。

教頭 進捗状況の確認 進捗状況の確認 進捗状況の確認

国語

市の学力調査分析 社会

算数

市の学力調査分析 理科

平成30年度各学年における検証改善サイクル スケジュール　～学力調査等との関連から～

＜具体策＞
・速く正しく情報を読み取ったり，条件をもとに文
章を書いたりする。

＜定着に向けて＞
・読書に親しませ，文章を読む習慣を身に付け
させたりする。
・ローマ字を書いたり，読んだりする練習を行う。

＜具体策＞
・グラフや資料等を活用して，それらをもとに事
象を確認する。

＜定着に向けて＞
・単元テストや過去の学力テスト等をやり，定着
していないところを把握し，プリント学習を行う。

＜具体策＞
・グラフや表を根拠に思考過程をノートに書かせ
たり説明させたりする。

＜定着に向けて＞
・複数のグラフを読み比べる経験をさせる。
・図形の性質を繰り返し確認して理解を深めさ
せる。

＜具体策＞
・実験は，１つだけでなくいくつか行い，その結果
分かることを考察してノートに記述する。

＜定着に向けて＞
・実験器具を操作する体験を充実したり，視点を
明確にして継続した観察活動を行ったりする。

次
年
度
の
目
標
の
設
定

め
ざ
す
児
童
の

姿
の
達
成

年間を通じて，モジュール学習や主体的な学びの実践を全学年が確実に進める。

1/18 市調査
検証テスト

「全国」プレテスト

課題改善に向けた取組結果分析 採点・結果分析 課題改善に向けた授業実践

課題の系統分析

1/18市調査

結果分析

4/18 「全国」調査 検証テスト 課題改善に向けた取組

学力向上プロジェクト

「基礎・基本」プレテスト

採点・結果分析 課題改善に向けた授業実践

①

②

③

④

尾道市立 土堂 小学校

単元終わりに過去問を解く

単元終わりに過去問を解く

単元終わりに過去問を解く

単元終わりに過去問を解く

学力向上プロジェクト

学力向上プロジェクト

課題となった設問、領域等の

改善に向けた授業改善

課題となった設問、領域等の改善

に向けた授業改善

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

自
校
採
点
及
び
分
析

課題となった設問、領域等

（指導方法等の改善計画とリンクさせる）

全国学力

国語 目標値（120）実施後（126）
算数 目標値（120）実施後（139）

課題となった設問、領域等

（指導方法等の改善計画とリンクさせ

る）

全国学力

国語 目標値（180）実施後（ ）

算数 目標値（180）実施後（ ）

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
検
証
部
会

課題となった設問、領域等の

改善に向けた授業改善

課題となった設問、領域等の

改善に向けた授業改善


